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試験圃   試験条件  最大残留量（ppm）  
農作物  場数   剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   【ププロフェジン】  

圃場一へ：0．48  

トマト   1000f喜散布   圃場B：0．30   

（果実）  ロ  25％水和剤    呈回  土，3，7日         250－300，300，250，300L／10a    圃場C二0．53（3回、3日）  
圃場D：0．61   

トマト   2000悟散布   圃場A：0．36（3回、1日）（削   
り ∠一  20％フロアブル  3回  1，3，7日  

（果実）  215－300，300L／10a  圃場B：0．30（3回、1日）（射   

トーアト   2000信散布   圃場A：0．51（3回、1日）（＃）   
り  20％フロアプ′レ  3回  1，3，7日  

（果実）  215－300，300L／10a  圃場B：0．38（3回、1日）（射   

トマト  1000悟散布  
q  20％フロアブル  3回   

（果実）  300L／10a  
1日   

圃場A：0．52（3回、＝］）（削   

トマト  1000信散布  
ロ  20％フロアブル  3回   

（果実）  300L／10a  
1日   

圃場A：0．457（3回、1日）（＃）   

なす   2000悟散布   圃場A：0．227   
田  25％水和剤  呈回  土，3日  

（果実）  300Lノ10a  圃場B：0．124   

なす   1500倍散布   圃場Aニ0．362   
田  25％水和剤  墨回  ム3日  

（果実）  300L／10a  圃場B：0．128   

なす   1000悟散布   圃場A二0．436   
田  25％水和剤  呈回  上，3日  

（果実）  300L／10a  圃場B二0．132   

なす   1000倍散布   圃場A：0．48（3回、1日）（＃）   
田  20％フロアブル  3回  1，3．7日  

（果実）  250，300L／10a  圃場B二0．42（3回、1日）（＃）   

なす   1000悟散布   圃場A二0．26（3回、1日）（射   
田  20％フロアプ′レ  3回   1日  

（果実）  300L／10a  圃場B：0．04（3回、1日）（＃）   

ふき   1000倍散布   圃場A：0．517   
2  25％水和剤  呈回  呈上，42日  

（葉柄）  150L／10a  圃場B：1．34   

茶   1000倍散布   圃場A：9．84   
2  25％水和剤  三回  上4．21日  

（製茶）  1000L／10a  圃場B：7．13   

1000倍散布   圃場A：0．239   
2  25％水和剤  呈回  上4，21日  

（浸出液）  1000L／10a  圃場B：0＿192   

茶   1000倍散布   圃場A二12．4   
2  25％水和剤  呈回  ユ旦，21，28日  

（荒茶）  200，1000Iノ10a  圃場B：9．25   

茶   1000悟散布   圃場A：0．36   
2  25％水和剤  呈回  土4，21，28日  

（浸出液）  200，1000L／10a  圃場B＝0．36   

1000悟散布   圃場A＝6，90   
2  20％フロアブ／レ  三回  土4，21，28日  

（荒茶）  500，1000L／10a  圃場B：1仇8   

1000信散布   開場A：0＿16   

2  0  呈回  14，21，28日  
茶                        茶              （浸出液）  500，1000L／10a  圃場B＝0．38   

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダ】ラインを付している。  

なお、食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書「ブプロフェジン」に記載されている作物残留試験成績は、各試験条件にお  
ける残留農薬の最高値及び各試験場、検査機関における最高値の平均値を示したものであり、上記の最大残留量の定義と異なっ  
ている。  
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（別紙1－2）  

ブプロフェジン海外作物残留試験一覧表  

農作物  試験周 場数   
試験条件  

使用量・使用方法  回数  経過日数   
最大残留量（pp打，）   

オレンジ  
（果実）   ロ  25％水和剤  0．5kgai／′ha散布  3回  28，63．91．105日   

圃場A：0．03（3回、28日）   

圃場A：0．06  
オレンジ  
（果実）   3  25％水和剤   1kgai′／ha散布  上回   ヱ日  幽場B：0．03  

圃場C：0，03   

オレンジ  
2   水和剤   

圃場A：0．06  

（果実）  
0．2引くRai／ha散布  1回   三日  

圃場B：0．07   

オレンジ  
（果実）   水和剤   0．52転ai／ha散布  上回   三日   

圃場A二0．13   

オレンジ   
2   水和剤   0．51kgai／ha散布  1匡l   

圃場A：0、26   

（果実）  
三日  

圃場B：0、24   

オレンジ  
（果実）   水和剤   lkビ臼i′′ha散布  上回   三日   

圃場AニU．43   

呈，5，15．30日  

薗場B：0．655  

圃場C：l＿7765  

圃場D：l．3695  

圃場E二1．6785  

圃場F：l．3225  

圃場N：l．743（2回、5日）  

阻場B：0．18（4匡l、7日）（拝）  

圃場C：0．20（4回、10日）（拝）  

圃場D：0．18（4回、10日）（♯）  

圃場E：0．14（4回、7日）（＃）  

カンタロープ  圃場F：0．17（4回、10日）は）  

圃場G：0．17（4匡し7日）（＃）  

圃場H：0．31（4回、10日）（＃）  

囲場Ⅰ：0．35（4回、7日）（＃）  

楓場J：0．17（4回、7日）（拝）  

園場X：0．15（4回、7日）（＃）  

圃場L：0．18（4回、7日）（＃）   

囲場Aニ0．05（4回、7日）（＃）  

圃場B：0．02（4回、7日）（＃）  

圃場C：0．05（4回、7日）（＃）  

圃場Dニ0．05（4回、7日）（＃）  

圃場Eこ0．03（4回、7日）（＃）  

サマースカッシュ  
12  40％水和剤  0．381bai／A散布  4回  7，10，14日  

圃場F：0．03（4回、7日）（＃）  

（果実）  圃場G‥0．04（4回、7日）（射  

圃場H：0．03（4回、7日）（＃）  

圃場Ⅰニ0．04（4回、7日）（＃）  

圃場J＝0．03（4回、7日）（＃）  

圃場K：0．02（4回、7日）（椚  

圃場L：0．10（4回、7日）（削   
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検園 試験条件  

r数  
最大残留量（ppm）  

使用量・使用方法  回数  経過日数   

圃場A：0．03（4回、7日）（＃）  

圃場β：0．03（4回、7日）（＃）  

圃場C二0．08（4回、7日）（＃）  
6  40現、水和剤  0＿381bai／A散布  4回  7，10，14日  

圃場D：0．Ol（4回、7日）（＃）  

圃場E：0．04（4回、10日）（齢  

圃場F：0．18（4回、7日）（＃）   

ロ  40％水和剤  0．381bai／A散布  4回  7．10．14日   
圃場A二2．65（4回、7日）（＃）   

ロ  701％水和剤  0．381bai／一q散布  ′i回  7，10，14日   
圃場A：2．33（4回、7日）（＃）   

圃場A：0．59（4回、7日）（＃）  

圃場B：1．99（4回、7日）（梓）  

圃場C：2．02（4回、7日）（射  

圃場D二2．24（4回、7日）（＃）  

9  40？イ、水和剤  0．381bai／．q 散布  4回  7，LO，14日      圃場E：1．28（4回、7日）（＃）  

圃場F：0．27（4回、7日）（射  

圃場G：4．56（4回、14日）（椚  

圃場11：1．56（4回、7日）（酎  

圃場Ⅰ二2．24（4回、7日）（＃）   

圃場A：0．03（4回、7日）（＃）  

亙場B：0．39（4回、7日）（＃）  

圃場C：0．67（4回、7日）（＃）  

閉場D：l．33（4回、7日）（＃）  

9  ヰ0％水和剤  0．3とilbai．／A散布  Jl回  7，LO．14日      圃場E二0．17（4匝】、7日）（糾  

圃場F：0．03（4回、7日）（＃）  

圃場G：0．29（4回、14日）（拝）  

圃場H：0．05（4回、7日）（射  

圃場Ⅰ：0．03（4回、7日）（射   

圃場Bニ11．49（4回、7日）（＃）  

農作物  試験園  
場数   

きゅうり   
（果実）   

6  

結球レタス   

結球レタス   

結球レタス   
（外葉あり）   

9  

結球レタス   
（外葉なし）   

9  

l   

非結球レタス  

7   

アボカド   

アボカド   ワ   

アボカド   

りんご   
（果実）   

12   
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圃場D：0．90（2回、13日）  

圃場E：3．17（2回、13日）  

圃場F：0．79（2回、13日）  

圃場C：く0．05（1回、60日）  

圃場D：く0．05（1回、59日）  

圃場E：く0．05（1回、59日）  

場C：く0．006（2回、34日）  

場D：0．007（2回、9日）（拝）  

場E：く0．006（2回、24日）  

－36－   



試験圃  試験条件  
簑作物  最大残留量（ppm）  

場数           剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   

圃場Aこ什343  

圃場B：0．365  

臨場C＝l〕．050  

ぶどう  圃場D：l〕．11S  
8  70％水和剤  0．51bai／．1散布  三回   

（果実）  

三日  
圃場E：0．043  

圃場Fこ0．709  

圃場G二0．452  

圃場Hこ0．227   

バ、ソションフルー   圃場A：1．05  
ツ  2  440g／L水和剤  26．4gaレノ10DL散布  呈回   

（里安）  

1日  
圃場B：1．13   

かき  
圃場A：0．44  

2  440g／L水和剤  391，335gdlルa散布  呈回   三塁日  
（果実）  圃場B：0．46   

（＃）二れらの作物残留試験は、作物残留試験が実施された国の使用方法の範囲内で試験が行われていない0  

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンク、pラインを付している。  

一3了－   



（別紙2）  農薬名  ブプロフェジン   

く0．005，0．D16，0．022，  

他のあぶらな科野菜  

他のなす科野菜   
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（別紙2）  ブプロフェジン   農薬名  

みかんの果実全体  

他のかんきつ頬果実   

0．033，0．013，0＿16，  

0＿08，0．10，0．06   
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（別紙2）  農薬名  ブプロフェジン   

ハツン′ヨンフルーツ  

っめやし   
0．24，0．24（いちじく）  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
【】で示した結果等については、海外で実施された作物残留試験成績を示した。  
（‡）これらの作物残留試験は、作物残留試験成績のばらつきを考慮し、最大残留値を基準値策定の根拠とした。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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（別紙3）  

ブプロフェジン推定摂取量（単位：〃g／人／day）  
幼小児  高齢者  

食品群   
基準値案 （ 

ppm）   数値   民平均 TMl）Ⅰ  国民平均 EL）Ⅰ   （1～6歳） TMDI  幼小児 （1～6歳） EDI  妊婦 ThtU工  妊婦 EUI   （65歳以上） TMDI  

0．03   92．6  米（玄米）  0．5  
■            十、  ／ト麦  0ぎ  J繭            ⊥ト  

13   レタス    6 2            39 6  54 6  
0．5   その他のきく科野菜  3  0．9              2．1  トマト  円  0 4            10 7  18 9  

0 5  ●   ピーマン       05            1．0  1．9  
0．3  0．9   5．7  なす  口  

その他のなす科野菜  0．5  ●  0．5            0．1  0．2  
0 5  きゆうり  q               4．9  16．6  

4．7   2．9  3．5   5．8  かぼちや  0 5  ●  0．5  
0．2   0，1   0．1   0．1   0．1   0．4  しろうり  0．5  ●  0．5  
0．1   0．1   0．1   0．1   0．1   0．1  すいか  0．5  ●  0．5  

0，2  0．1   0．2   0，1   0．1   0．0   0．2  メロン頬果実  0．5  
0．1   0．1   0．1   0．1   0．1   0．1  まくわうり  0．5  ●  0．5  
0. 3i 01   01   12   12   0 4  その他のうり科野菜  0 5  ●  05  

0．01  0．0   0．0   0．0  0．0  未成熟えんどう  0．02          0．0          みかん  0．3  0．03            1．3   12．8  

0．1  0．0  0 0   0 0  なっみかんの果実全体  0．3  
2 5  ●   0 8   0 5  0 8   0 8  レモン       2 5  

0 43  0．2   0 6   0 3   0 8   0 3   0 2  オレンジ  q  
10   5. 3i 5 3   2 0  グレープフルーツ  2．5  ●  2．5  

2 5  ●   0 3   0. 3i 0 3   0 3  ライム       25  
10   0 3   0. 3i 0 3   0 3   15  その他のかんきつ類果実  2 5  ●  2 5  
13．2   72．4   13．G  60 0   113  りんご  匂  0．4  

日本なし   0 2  Ei.8i 1．0   10 6   1.2i 10 2  

11  01   0. 4i 0 4   01   西洋なし  4 0                  0 4  
0 4   0 4  マルメロ  4 0  ●  40              0 4  0 4  びわ  4 0  ●  40      0 4      0 4  0 4  

もも   0．2  0 7  0 8   O. lii 
0. 2: 0 2  0 2   ネクタリン  19  ●  19                 0 2  

0 2  あんず  0 7       0 0  01      0 0  01  
0 2  2 7  すもも  19  ●  19  

●   フめ  耶    19            2 7  3 0  
0．7  おっとフ  1．9              0．1  0．2  
0．3  ぶどフ  q              0 5  3 8  
0，5  かき  何              9．7  49 6  

バナナ  0・旦  ．＿q∴三    写∴⊇  ‖……蔓∴写  ．…β∴q  し、て  ユニ＿亭▼  亭∴長  



幼小児  
基準値案 （ 

高齢者  
食品群  

ppm）   数値   民平均 TM♪Ⅰ  国民平均 EDI   （1～6歳） TMDI  幼小児 （1～6歳） EDI  妊婦 TMDI  妊婦 El）Ⅰ   （65歳以上） TMDI  

0．1   0．9  キウィー  0．5  
パパイヤ   0 9  ●  09  01   01   01   O, lii 

0．1  0 0   0 0   O. Oi 0 0   0 0  アボカド  0．3  
0 3  ●  03  0 0  グアバ                    0 0  0 0  
0 9   マンゴー     0 6      01      01  01  パッションフルーツ  2  園            01  0 2  その他の果実  0 7  0 2            0 3  12  

0．1  0 0  0 0   0 0  綿実  0．35  
くり  0．02  0．01            0 0  
アーモンド  0．05  0．05  0．0   0．0  

9 39  茶  20               32 9  86 0  その他のスパイス  匂  0 9            01  0 5  
0 2   その他のハーフ  田  2               0 3  

陸棲P 乳類の肉頬  0 05  ●  0 05    2 9  16  16  3 0  3 0  2 9  陸棲哺乳類の乳頬  0 01  ●  001            18  14  
魚介類   0．2  ●  0．2   18．8  

計  170．7  295．1   491．5      91．5  459．3  16臥1  7   178．2   

Al）Ⅰ比（％）  102．5   35．6  207．5   64．3  91．8   33．6   4喜  36．5   

●：個別の作物残留試験がないことから、暴露評価を行うにあたり基準値（案）の数値を用いた。  
高齢者の畜産物及び水産物並びに妊婦の水産物については、摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。  
TMDI：理論最大1日摂取量（TheoreticalMaximuTn DailYIntake）  
EDI：推定1日摂取量（Estimated DailyIntake）   



（参考）  

これまでの経緯   

初回農薬登録  

残留農薬基準告示  

農林水産省より厚生労働省へ基準設定依頼（魚介類）  

厚生労働大臣より食品安全委員会委員長あてに残留基準設定  

に係る食品健康影響評価について要請  

第203回食品安全委員会（要請事項説明）  

第7回農薬専門調査会確認評価第二部会  

第8回農薬専門調査会幹事会  

食品安全委員会における食品健康影響評価（案）の公表  

昭和58年12月16日  
平成17年11月29日  

平成19年 8月 2日  

平成19年 8月21日  

平成19年 8月23日  

平成19年 9月10日  

平成20年 3月31日  

平成20年 4月10日  

平成20年 5月15日 第238回食品安全委員会（報告）  

平成20年 5月15日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響  

評価について通知  

平成20年 5月21日 薬事・食品衛生審議会へ諮問  

平成20年 7月11日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

［委員］   

青木 宙   

井上 松久  

○大野 泰雄   

尾崎 博   

加藤 保博   

斉藤 貢一   

佐々木 久美子   

志賀 正和   

豊田 正武   

松田 りえ子  

山内 明子   

山添 康   

吉池 信男   

由田 克士  

鰐渕 英機  

（○：部会長）  

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授  

北里大学副学長  

国立医薬品食品衛生研究所副所長  

東京大学大学院農学生命科学研究科教授  

財団法人残留農薬研究所理事  

星薬科大学薬品分析化学教室准教授  

元国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長  

元農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長  

実践女子大学生活科学部生活基礎化学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部部長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部 本部長  
東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授  

青森県立保健大学健康科学部栄養学科教授  

国立健康・栄養研究所栄養疫学プログラム国民健康・栄養調査プ  

ロジェクトリーダー  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授  
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答申（案）   

ブプロフェジン  

残留基準値  
食品名  

米   

DDm  

0．5   
小麦   0．3   
レタス   13   
その他のきく科野菜（注1）   3   

トマト   
ピーマン   0．5   
なす   
その他のなす科野菜（注2）   0．5   
きゆうり   
かぼちや   0．5   
しろうり   0．5   
すいか   0．5   
メロン類果実   0．5   
まくわうり   0．5   
その他のうり科野菜（注3）   0．5   
未成熟えんどう   0．02   
みかん   0．3   
なっみかんの果実全体   0．3   
レモン   2．5   
オレンジ   
グレープフルーツ   2．5   
ライム   2．5   
その他のかんきつ類果実（注4）   2．5   
りんご   2   

日本なし   2   

西洋なし   4．0   
マルメロ   4．0   
びわ   4．0   
もも   
ネクタリン   1．9   
あんず   0．7   
すもも   1．9   
うめ   1．9   
おうとう   1．9   

ぶどう   
かき   
バナナ  0．2  

キウイー  0．5   
パパイヤ   0．9   
アボカド   0．3   
グアバ   0．3   
マンゴー   0．9   
パッションフルーツ   2   

その他の果実（注5）   0．7   
綿実   0．35   
くり   0．02   
アーモンド   0．05   
茶   20   

その他のスパイス（注6）   5   

その他のハーブ（注7）   3   

（注1）「その他のきく科野菜」とは、きく科  
野菜のうち、ごぼう、サルシフイー、アー  
ティチョーク、チコリ、エンダイブ、しゆん  
ぎく、レタス及びハーブ以外のものをい  

う。   

（注2）「その他のなす科野菜」とは，なす  
科野菜のうち，トマト，ピーマン及びなす  
以外のものをいう。   

（注3）「その他のうり科野菜」とは、うり科  
野菜のうち、きゆうり、かぼちや、しろうり、  
すいか、メロン類果実及びまくわうり以外  
のものをいう。   

（注4）「その他のかんきつ類果実」とは、  
かんきつ類果実のうち、みかん、なっみ  
かん、なっみかんの外果皮、なっみかん  
の果実全体、レモン、オレンジ、グレープ  
フルーツ、ライム及びスパイス以外のもの  

をいう。   

（注5）「その他の果実」とは、果実のうち、  
かんきつ類果実、りんご、日本なし、西洋  
なし、マルメロ、びわ、もも、ネクタリン、あ  

んず、すもも、うめ、おうとう、ベリー 類果  
実、ぶどう、かき、バナナ、キウイー、パパ  
イヤ、アボカド、パイナップル、グアバ、マ  
ンゴー 、パッションフルーツ、なっめやし  

及びスパイス以外のものをいう。   

（注6）「その他のスパイス」とは、スパイス  

のうち、西洋わさび、わさびの根茎、にん  
にく、とうがらし、パプリカ、しようが、レモ  
ンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮  
及びごまの種子以外のものをいう。   

（注7）「その他のハーブ」とは、ハーブの  
うち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの  

菓、セロリの茎及びセロリの菓以外のもの  
をいう。   
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ブフつロフェジン（つづき）   

残留基準値  
食品名  

DDm   

牛の筋肉   0．05   
豚の筋肉   0．05   
その他の陸棲晴乳類に属する動物（注8）の筋肉   0．05   
牛の脂肪   0．05   
豚の脂肪   0．05   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   0．05   
牛の肝臓   0．05   
豚の肝臓   0．05   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．05   
牛の腎臓   0，05   
豚の腎臓   0．05   
その他の陸棲晴乳類に属する動物の腎臓   0．05   
牛の食用部分   0．05   
豚の食用部分   0．05   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分   0．05   
乳   0．01   
魚介類   0，2   

（注8）「その他の陸棲哺乳類に属する動  

物」とは、陸棲晴乳類に属する動物のう  
ち、牛及び豚以外のものをいう。   
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